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II　論説・総説・解説
「震災後の生活そして都市文化」
関谷浩史
　平成16年10月23日17時56分、早めの夕食を済まし居間で寛
いでいたその時、それは突如として襲来した。東京にある拙
宅は、築30年の老朽木造家屋であるため建てつけが悪く、揺
れる本棚を必死に押さえたことを記憶している。そしてこの
激しい揺れの発生源が新潟県、すなわち私の赴任地域周辺で
あることを知るのにさほど時間はかからなかった。地震に関
する情報は、新潟県中越地方の深さ163㎞でM6．8を観測し、
小千谷市、山古志村周辺で甚大な被害があったことをニュー
スは報じていた。さらに長岡、十日町周辺地域では、ライフ
ラインである電気、ガス、水道が寸断され、普及の見込みが
たたないことや、上越新幹線が地震の影響で脱線し、越後湯
沢～長岡間で運行を中止しており、やはり再開の目処がたた
ないとの情報も耳にした。後に気象庁はこの地震を、「平成
16年（2004年）新潟中越地震」と命名した。
　私は建築を生業としているが、防災には明るくないため、
被害に関する詳細なデータ分析はできないが、多くの防災専
門家と同様に1995年に発生した「阪神淡路大震災」を連想し
た。この時も何故か私は、鹿島建設で神戸の物件を担当して
おり、地震発生後直ちに現地に出向き、壮絶な光景を目の当
たりにした。それはまさに写真やテレビで見覚えのある戦後
の焼跡、すなわち「廃櫨」を彷彿させ戦傑が走った記憶があ
る。これらの震災を比較すると、「阪神淡路大震災」が死者
6，433名、住宅全壊104，906棟に対し、「新潟中越地震」は死者
39名、住宅全壊415棟（11月4日現在、総務省消防庁発表）
ということで、データで比較した限りの被害規模は、極めて
小さかったと不謹慎ながら結論付けられる。この背景には、
老朽化した木造密集市街地であり、二次災害の火災で多大な
被害を蒙った「兵庫県南部地方」に比して、「新潟県中越地
方」は豪雪地帯であり、構造的強度と隣棟間隔に余裕があっ
たことが大きく幸いしたと考えられる。
　当時の建築家達は、1995年の「阪神淡路大震災」と、オウ
ム真理教による1996年の「地下鉄サリン事件」を関連させ、
「災害の齎す都市の運動性（変容）」に着眼し、建築ジャーナ
リズムを通じ活発な議論が展開された。その内容は、「21世
紀の都市像」、「建築デザインの再構築」の模索に通底するも
のであった。建築家磯崎新は、r未来都市は廃嘘である』と
いう黙示録的視点から、1996年のヴェネチア・ビエンナーレ
建築展において阪神淡路大震災をテーマ（亀裂）とし、被災
地の瓦礫によって構成された「廃嘘」を再現することで、日
本館のコミッショナーとして金獅子賞を受賞した。当時の建
築デザインは、合理性や効率性に対する強い反動から、通称
「デコン」という、破壊性（運動性）を伴ったデザインが着
目され一部で流行していた。それに対し磯崎は、この震災の
齎した現実（廃嘘）の前で、一過性のスタイルに退廃した
「デコン」には、もはやデザインの強度は失効したとして、
「デコンの終焉」を強く唱えたことで、一時の流行デザイン
が急速に衰退していく様を垣間見ることとなった。つまり当
時の震災という出来事は、激変する生活の変化を通じ、都市
に対し大きな問題提起を行ったのであった。
　一方、「新潟中越地震」から1ヶ月余りを経過した現在、
この震災に積極的な発言や活動を展開する建築家を調べてみ
ると、「阪神淡路大震災」でローコスト仮設住宅を建設した
坂茂以外見当たらなかった（ネット調査による）。しかし現
在を敷街した際に、「新潟中越地震」と同時代的エポックメ
イキングとして「北朝鮮問題」があることを鑑みると、95～
96年当時との時代的共通性は高いにも拘らず、静観状態が続
いている現状が見受けられる。この理由を私なりに精査する
と、地理的要因の差異が大きく影響しているように思えてな
らない。つまり「都市型災害」の「阪神淡路大震災」に対し、
「農村型災害」の「新潟中越地震」は、建築家のイマジナー
ルな触媒効果が低いとする推考である。換言すれば、建築家
はひたすら「都市」に発言（反応）していたのである。しか
し、少子高齢化・地方分権が調われて久しい昨今こそ、建築
家の英知の地方集結が、時代的要請というものではないであ
ろうか？　建築家は都市に反応し、多くの思想を具現化した
結果、過剰ともいえる一極集中が、都市の新たな問題（環境
問題）を発生させている。こうした連鎖的問題に対する鍵が、
私は「地方＝農村地帯」にあるように思えてならない。高齢
化が進行し、過疎化が促進されるこうした地域に対し、新た
な人口を呼び込む秘策というべきものと、新潟県中越地方の
将来構想（復興計画）は、決して無縁ではないと私は考える。
「復旧」を果した後に、「復興」の在り様が議論されるであろ
う近い将来に向けて、私なりの提言を準備しようとし、未来
の田園都市像に思いを馳せる師走の頃であった。
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